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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第86期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第87期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第86期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 11,241,0046,449,06239,629,375

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
706,463△220,3521,546,291

四半期（当期）純利益又は四半期純損失（△）（千円） 396,513△113,833 807,285

純資産額（千円） 26,074,68125,557,99226,009,810

総資産額（千円） 36,668,62032,320,75133,890,581

１株当たり純資産額（円） 984.06 974.99 985.30

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（円）
15.21 △4.39 30.99

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） ― ― ―

自己資本比率（％） 69.9 78.1 75.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△217,350△351,7942,648,210

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,870,486△75,604△2,527,209

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
2,389,352△668,364 506,927

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 4,968,2704,166,5165,246,056

従業員数（人） 950 993 962

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３．第86期第１四半期連結累計（会計）期間及び第86期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金

額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第87期第１四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当

たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動は「３．関係会社の状況」に記載のとおりであります。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、連結子会社であった株式会社アオイは、連結子会社である株式会社コクサイ物

流と合併をしたことにより消滅会社となったため、子会社ではなくなりました。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 993 　

　（注）　従業員数は就業人員を記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 828     

　（注）　従業員数は就業人員を記載しております。
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第２【事業の状況】

１【営業実績】

営業実績を示すと次のとおりであります。

セグメント別 作業種別

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　
売上金額（千円） 前年同四半期比（％）　

港湾運送事業

船内荷役 1,736,660 79.1%

はしけ運送 11,324 17.5%

沿岸荷役 1,157,504 58.8%

小計 2,905,489 68.7%

その他運輸関連事業

倉庫保管 486,193 75.8%

海上運送 719,841 39.7%

陸上運送 934,389 63.1%

附帯作業 1,349,017 44.9%

手数料 54,132 76.1%

小計 3,543,573 50.5%

合計 6,449,062 57.4%

　（注）１　前第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の売上実績及び当該売上実

　　　　　　績の総売上実績に対する割合は次のとおりであります。

　

　

　

 　

相手先

　

前第１四半期連結会計期間

（自　平成20年４月１日

　　至　平成20年６月30日）

　当第１四半期連結会計期間

（自　平成21年４月１日

　　至　平成21年６月30日）

　 　金額（千円） 　割合（％） 　金額（千円） 　割合（％）

　 　新日本製鐵株式會社 694,966 6.2　　　　 752,692 12.0

２　本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。　

(1)経営成績の分析　

当第１四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、輸出や生産に持ち直しの動きがみられるものの、企業収益が

低迷するなかで、雇用情勢の悪化、設備投資の大幅な減少など、先行きは依然不透明な状況となっております。

　このような環境のもと、名古屋港全般における貨物の荷動きにおきましても、輸出貨物につきましては、自動車、自

動車の部分品等が落ち込み、全体としては、緩やかな回復の兆しがみられるものの、依然低調な荷動きとなっており

ます。また、輸入貨物につきましても、原油及び粗油が落ち込み、全体としても厳しい状況が続いております。　

この間、当社グループは営業活動に鋭意努力を重ねましたが、当第１四半期連結会計期間の売上高は64億4千9百万

円（前年同期比42.6％減）となりました。　

利益面におきましては、営業損失は3億7千3百万円（前年同四半期は営業利益6億3千3百万円）、経常損失は2億2千

万円（前年同四半期は経常利益7億6百万円）、四半期純損失は1億1千3百万円（前年同四半期は四半期純利益3億9千

6百万円）となりました。

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。　

港湾運送事業におきましては、売上高が29億5百万円（前年同期比31.3％減）、その内訳は、船内荷役料17億3千6百

万円（前年同期比20.9％減）、はしけ運送料1千1百万円（前年同期比82.5％減）、沿岸荷役料11億5千7百万円（前年

同期比41.2％減）であります。　

その他運輸関連事業におきましては、売上高が35億4千3百万円（前年同期比49.5％減）で、その内訳は、倉庫保管

料4億8千6百万円（前年同期比24.2％減）、海上運送料7億1千9百万円（前年同期比60.3％減）、陸上運送料9億3千4

百万円（前年同期比36.9％減）、附帯作業料13億4千9百万円（前年同期比55.1％減）、手数料5千4百万円（前年同期

比23.9％減）であります。

所在地別セグメントについては、全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、所在

地別セグメント情報の記載を省略しております。　

 

(2)財政状態の分析

当社グループは、適切な流動性の維持、事業活動のための資金確保、及び健全なバランスシートの維持を財務方針

としております。　

（総資産）　

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ15億6千9百万円減少して323億2千万円

となりました。このうち、流動資産は14億3千万円減少して97億9千9百万円、固定資産は1億3千9百万円減少して225億

2千1百万円となりました。流動資産の減少の主な要因は、現金及び預金の減少によるものであり、固定資産の減少の

要因は、有形固定資産の減価償却によるものであります。

（負債）　

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ11億1千8百万円減少し67億6千2百万円と

なりました。このうち、流動負債は10億9千万円減少して41億8千2百万円、固定負債は2千7百万円減少して25億7千9百

万円となりました。流動負債の減少の主な要因は、1年内返済予定の長期借入金及び賞与引当金の減少によるもので

あり、固定負債の減少の主な要因は、長期借入金の減少によるものであります。　

（純資産）　

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ4億5千1百万円減少し255億5千7百万円

となりました。このうち、株主資本は5億6千3百万円減少して249億円、評価・換算差額等は1億5千8百万円増加して3

億5千6百万円、少数株主持分は4千7百万円減少して3億1百万円となりました。株主資本の減少の主な要因は、利益剰

余金の減少によるものであります。
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(3)キャッシュ・フローの状況　

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、41億6千6百万円（前年同

期比16.1％減）となりました。　

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　

営業活動の結果使用された資金は、3億5千1百万円（前年同期比61.9％増）となりました。　

主な内訳は、税金等調整前四半期純損失1億8千万円、賞与引当金の減少額3億7千万円、仕入債務の減少額2億5千7百

万円である一方で、売上債権の減少額4億6千万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用された資金は、7千5百万円（前年同期比96.0％減）となりました。　

主な内訳は、貸付けによる支出7千8百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

財務活動の結果使用された資金は、6億6千8百万円（前年同四半期は23億8千9百万円の獲得）となりました。　

主な内訳は、長期借入金の返済による支出3億5千4百万円及び配当金の支払額3億3千1百万円であります。　

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。　

 

(5)研究開発活動　

該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重

要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 27,487,054 27,487,054
名古屋証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株　

計 27,487,054 27,487,054 ― ―

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

平成21年４月１日～

平成21年６月30日
― 27,487,054 ― 2,046,941 ― 1,374,650

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成21年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。　

①【発行済株式】

 平成21年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)

普通株式 512,000
― ―

(相互保有株式)

普通株式 123,000
― ―

完全議決権株式(その他)
  普通株式

 26,600,000

    

26,600
―

単元未満株式 普通株式 252,054 ― ―

発行済株式総数 27,487,054 ― ―

総株主の議決権 ― 26,600 ―

 

②【自己株式等】

 平成21年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)

伊勢湾海運株式会社

名古屋市港区入船一丁目

７番40号
512,000 ― 512,000 1.86

(相互保有株式)

株式会社コクサイ物流

名古屋市港区入船一丁目

７番40号
5,000 ― 5,000 0.02

(相互保有株式)

株式会社アオイ

愛知県豊橋市神野新田町

字ルノ割22番地の1
118,000 ― 118,000 0.43

計 ― 635,000 ― 635,000 2.31

（注）　１　当第１四半期会計期間末日現在の自己保有株式数は514,000株であります。

２　当第１四半期会計期間において、連結子会社であった株式会社アオイは、連結子会社である株式会社コクサ

イ物流と合併したことにより消滅会社となりました。　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月

最高（円） 410 405 445

最低（円） 370 382 405

（注）　最高・最低株価は名古屋証券取引所（市場第二部）におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してお

ります。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については、監査法人トーマツにより四半期レビューを受け、当第

１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年

４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツにより四半

期レビューを受けております。

　なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日

をもって有限責任監査法人トーマツとなりました。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,281,556 5,352,536

受取手形及び売掛金 4,243,071 4,701,996

有価証券 14,600 12,162

繰延税金資産 480,078 391,748

その他 814,561 789,604

貸倒引当金 △34,491 △18,543

流動資産合計 9,799,376 11,229,504

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 7,527,988

※1
 7,637,418

機械装置及び運搬具（純額） ※1, ※2
 1,154,787

※1, ※2
 1,231,167

土地 8,792,946 8,788,235

リース資産（純額） ※1
 23,533

※1
 25,275

建設仮勘定 － 830

その他（純額） ※1
 201,411

※1
 210,426

有形固定資産合計 17,700,667 17,893,354

無形固定資産

その他 7,569 7,668

無形固定資産合計 7,569 7,668

投資その他の資産

投資有価証券 2,017,125 1,888,748

出資金 779,485 780,041

長期貸付金 971,873 955,185

繰延税金資産 277,138 367,971

その他 803,435 804,977

貸倒引当金 △35,919 △36,869

投資その他の資産合計 4,813,138 4,760,054

固定資産合計 22,521,375 22,661,077

資産合計 32,320,751 33,890,581
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,755,315 2,011,934

短期借入金 66,667 36,670

1年内返済予定の長期借入金 975,526 1,299,901

リース債務 7,316 7,316

未払法人税等 10,663 21,609

賞与引当金 390,000 760,000

その他 977,467 1,135,854

流動負債合計 4,182,955 5,273,287

固定負債

長期借入金 159,118 189,562

リース債務 17,393 19,222

退職給付引当金 2,229,429 2,217,942

長期預り保証金 10,563 14,195

その他 163,299 166,561

固定負債合計 2,579,803 2,607,483

負債合計 6,762,758 7,880,770

純資産の部

株主資本

資本金 2,046,941 2,046,941

資本剰余金 1,463,431 1,463,431

利益剰余金 22,113,777 22,630,482

自己株式 △723,720 △677,076

株主資本合計 24,900,430 25,463,778

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 323,260 210,536

為替換算調整勘定 33,171 △12,675

評価・換算差額等合計 356,431 197,860

少数株主持分 301,129 348,171

純資産合計 25,557,992 26,009,810

負債純資産合計 32,320,751 33,890,581
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 11,241,004 6,449,062

売上原価 9,060,715 5,389,164

売上総利益 2,180,289 1,059,898

販売費及び一般管理費 ※
 1,546,981

※
 1,433,281

営業利益又は営業損失（△） 633,307 △373,383

営業外収益

受取利息 7,076 10,381

受取配当金 13,725 16,630

為替差益 － 39,615

持分法による投資利益 12,913 11,417

受取賃貸料 30,954 33,388

その他 15,087 47,587

営業外収益合計 79,756 159,020

営業外費用

支払利息 3,868 5,733

その他 2,731 254

営業外費用合計 6,600 5,988

経常利益又は経常損失（△） 706,463 △220,352

特別利益

貸倒引当金戻入額 2,793 989

固定資産売却益 830 39,906

その他 － 366

特別利益合計 3,623 41,262

特別損失

固定資産除却損 407 1,571

会員権評価損 1,045 －

特別損失合計 1,452 1,571

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

708,634 △180,661

法人税、住民税及び事業税 289,738 3,115

法人税等調整額 9,567 △73,703

法人税等合計 299,305 △70,588

少数株主利益 12,814 3,761

四半期純利益又は四半期純損失（△） 396,513 △113,833
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

708,634 △180,661

減価償却費 251,842 239,393

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,111 14,997

賞与引当金の増減額（△は減少） △387,397 △370,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 51,803 11,403

受取利息及び受取配当金 △20,801 △27,011

支払利息 3,868 5,733

為替差損益（△は益） △669 △47,496

持分法による投資損益（△は益） △12,913 △11,417

有形固定資産売却損益（△は益） △830 △39,906

有形固定資産除却損 407 1,571

売上債権の増減額（△は増加） 108,361 460,188

仕入債務の増減額（△は減少） △218,268 △257,310

その他 137,942 △164,698

小計 620,869 △365,213

利息及び配当金の受取額 24,021 25,915

利息の支払額 △6,213 △5,536

法人税等の支払額 △856,028 △6,960

営業活動によるキャッシュ・フロー △217,350 △351,794

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,656,289 △17,326

有形固定資産の売却による収入 1,000 18,389

投資有価証券の取得による支出 △4,782 －

無形固定資産の取得による支出 △707 －

貸付けによる支出 △187,618 △78,000

その他 △22,087 1,332

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,870,486 △75,604

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 243,327 29,997

長期借入れによる収入 2,560,000 －

長期借入金の返済による支出 △156,069 △354,819

自己株式の取得による支出 △20,268 △626

自己株式の処分による収入 － 132

ファイナンス・リース債務の返済による支出 － △1,829

配当金の支払額 △220,276 △331,918

少数株主への配当金の支払額 △17,360 △9,300

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,389,352 △668,364

現金及び現金同等物に係る換算差額 △19,520 16,223

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 281,995 △1,079,540

現金及び現金同等物の期首残高 4,281,255 5,246,056

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 405,018 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,968,270

※
 4,166,516
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）　

記載すべき事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 (1)連結の範囲の変更

当第１四半期連結会計期間より、連結子会社であった株式会社アオイは、

平成21年４月１日をもって連結子会社である株式会社コクサイ物流と合併

したため、連結の範囲から除外しております。　

(2)変更後の連結子会社の数　

３社　

【簡便な会計処理】

当第１四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

記載すべき事項はありません。　

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

該当事項はありません。　

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、14,988,762千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、14,776,726千円で

あります。

※２　国庫補助金の受入れにより、有形固定資産の取得価額

から直接減額した金額　　

機械装置　　　　　　　　　　 　　　 8,110千円　　

※２　国庫補助金の受入れにより、有形固定資産の取得価額

から直接減額した金額　

機械装置　　　　　　　　　　　　　　8,110千円　

３　保証債務　

当社は、連結会社以外の会社の金融機関等からの借

入金等に対して、債務保証をしております。

なお、（　）内は当社負担分であります。　

会社名 保証債務額　  

青海流通センター株式会社　 166,300千円

 (166,300)

大阪港総合流通センター株式会社

　
162,663 

 (162,663)

株式会社ワールド流通センター　 1,757,000 

 (1,757,000)

飛島コンテナ埠頭株式会社※　 14,093,971 

 (563,758)

合計　 16,179,935千円　

 (2,649,722)

※飛島コンテナ埠頭株式会社に対する保証について

は、連帯保証債務であります。　

３　保証債務

当社は、連結会社以外の会社の金融機関等からの借

入金等に対して、債務保証をしております。

なお、（　）内は当社負担分であります。

会社名 保証債務額　  

青海流通センター株式会社　 169,200千円

 (169,200)

大阪港総合流通センター株式会社

　
166,313 

  (166,313)

株式会社ワールド流通センター　 1,811,000 

 (1,811,000)

飛島コンテナ埠頭株式会社※　 14,217,073 

 (568,682)

合計　 16,363,587千円　

 (2,715,196)

※飛島コンテナ埠頭株式会社に対する保証について

は、連帯保証債務であります。

４　受取手形裏書譲渡高

      34,683千円　　

４　受取手形裏書譲渡高

      52,826千円　
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（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

役員報酬 107,895千円

給与手当 597,092 

退職給付費用 43,235 

賞与引当金繰入額　 233,498 

減価償却費　 39,759 

その他　 525,499 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

役員報酬 79,335千円

給与手当 587,491 

退職給付費用 43,422 

賞与引当金繰入額　 212,047 

減価償却費　 37,370 

その他　 473,614 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係　

（平成20年６月30日現在）　

 

現金及び預金勘定 4,968,270千円

預入期間が３か月を超える定期預

金
― 

現金及び現金同等物 4,968,270千円

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係　

（平成21年６月30日現在）　

 

現金及び預金勘定 4,281,556千円

預入期間が３か月を超える定期預

金
△115,040 

現金及び現金同等物 4,166,516千円

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　27,487千株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　   1,582千株

３．配当に関する事項

配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 404,611 15平成21年３月31日平成21年６月29日利益剰余金　

４．株主資本の金額の著しい変動　

該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日　至 平成20年６月30日）

 
港湾運送事業
（千円）

その他運輸関
連事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高   　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 4,229,8857,011,11911,241,004 ― 11,241,004

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
― ― ― ― ―

計 4,229,8857,011,11911,241,004 ― 11,241,004

営業利益 276,531 575,641 852,173(218,865)633,307

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日　至 平成21年６月30日）

 
港湾運送事業
（千円）

その他運輸関
連事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 2,905,4893,543,5736,449,062 ― 6,449,062

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
― ― ― ― ―

計 2,905,4893,543,5736,449,062 ― 6,449,062

営業利益又は営業損失（△） △240,600 84,099△156,500(216,882)△373,383

　（注）１　事業の区分は、事業の性質及び営業取引の類似性を勘案して区分しております。

２　各事業区分の主要な内容

港湾運送事業……港湾の船内荷役、沿岸荷役、はしけ運送の各事業

その他運輸関連事業……海上・陸上運送、附帯、倉庫、一般廃棄物及び産業廃棄物の運送ならびに再生処理、

一般貨物自動車運送の各事業

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日　至 平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自 平成21年４月１日　至 平成21年６月30日）

本邦の売上高は全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

 

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日　至 平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自 平成21年４月１日　至 平成21年６月30日）

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　

（有価証券関係）

記載すべき事項はありません。

　

（デリバティブ取引関係）

当社グループは、デリバティブ取引を全く利用しておりませんので、該当事項はありません。　

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 974.99円 １株当たり純資産額 985.30円

（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

純資産の部の合計額（千円） 25,557,992 26,009,810

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） 301,129 348,171

（うち少数株主持分） (301,129) (348,171)

普通株式に係る四半期末（期末）の純資産額（千円）

 
25,256,862 25,661,638

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期末

（期末）の普通株式の数（千株）
25,904 26,044

２．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 15.21円

  なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　　

１株当たり四半期純損失金額 △4.39円

  なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。　　

　（注）１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額
　 　

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 396,513 △113,833

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
396,513 △113,833

期中平均株式数（千株） 26,064 25,940

（重要な後発事象）

        該当事項はありません。　

（リース取引関係）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。 

EDINET提出書類

伊勢湾海運株式会社(E04330)

四半期報告書

18/21



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月13日

伊勢湾海運株式会社

取締役会　御中

監査法人トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 松岡　正明　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 蛯原　新治　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている伊勢湾海運株式会社

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20

年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、伊勢湾海運株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）1. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。　

2. 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。　
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　 　

平成21年８月７日

　 　

伊勢湾海運株式会社

　取締役会 御中

　

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

　 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松岡　正明　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 今泉　 誠　　 印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている伊勢湾海運株式会社

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、伊勢湾海運株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）1. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。　

2. 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。　
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